
主目的 6 23 1

副目的 ○

款 項 目 大 中

実施計画対象

目的

（対象をどの様な

状態にするのか）

市民が安心して生活でき、また沿線住民の利便の向上をめざし、主要道路の混雑解消や安

全走行の確保を図る。

内容

（手段）

道路課

道路係

3

道路法

3

平成３１年度以降

道路

総合計画

分野別計画

予算区分

事業期間

円滑に移動できる道路を整備します

平成１２年度以前

都市基盤

8

～

2

◆２６年度実施内容

・道路事業としての基盤整備を目指し、周辺交通網を考慮して補助幹線道路を整備する。ま

た、生活道路として人にやさしい道路整備を行う。

・工事の設計、積算及び施工管理、用地買収に関する事務

◆２６年度直接経費の内訳

【委託業務内容】

　設計、測量、地質調査、物件調査等の委託　（委託料：40,901千円）

【工事の内容】

　北西部地区道路整備事業、最終処分場関連事業、環境センター施設更新関連事業、

　上新町地区道路整備事業、市之久田一丁目16号線新設改良事業、

　樋下1号線新設改良事業、野口林池之内線新設改良事業、山脇前2号線新設改良事業、

　生活道路新設改良事業、農業道路新設改良事業

　その他の道路新設改良事業　(工事請負費：242,896千円）

【用地買収】

　(用地購入費：134,295千円)　(物件補償費：11,762千円)
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　(用地購入費：134,295千円)　(物件補償費：11,762千円)

◆２７年度直接経費の内訳

【委託業務内容】

　設計、測量、地質調査、物件調査等の委託　（委託料：54,400千円）

【工事の内容】

　庁舎周辺関連事業、北西部地区道路整備事業、最終処分場関連事業、

　高根三丁目5号線新設改良事業、環境センター施設更新関連事業、

　上新町地区道路整備事業、樋下1号線新設改良事業、

　山脇前2号線新設改良事業、法尺寺6号線新設改良事業、小牧ヶ丘地区道路整備事業、

　生活道路新設改良事業、農業道路新設改良事業

　その他の道路新設改良事業　(工事請負費：418,100千円）

【用地買収】

　(用地購入費：95,800千円)　(物件補償費：40,800千円)
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達成状況

平成26年度においては、概ね事業理解が得られないなどの不測の事態が生じること

なく順調に事業が進んだことから、目標延長以上に幹線道路や地域住民が利用する

生活道路の整備を行った。
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事業実施においては用地買収、境界立会等が必要となるが、その際に相手方の事業

理解を得ることが困難な場合に事業実施の遅れが懸念される。

年々地元要望は増加傾向にあるため、工事のコスト縮減を図るとともに、事業の拡大
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一次評価のとおり。維　持

方向性の判定

事業を縮小・

廃止したときの

影響

方向性の判定 判　定　理　由

維　持

用地買収の協力、また事業理解を示されない関係者に、理解が得られるよう十分な

説明を行う。

また、「小牧市公共工事コスト改善プログラム」（契約検査課）に基づく施策実施の徹

底を図り、工事コスト縮減に努める。

幹線道路の慢性的な交通渋滞の緩和や安全走行の確保、緊急車両等が進入可能と

なる市民が安心して生活できるための手段として、当該事業を実施している。廃止す

れば幹線道路の渋滞解消や安全走行の確保などが困難になり、市民が安心して生

活できなくなる。

事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

（対象や手段を見直す場合も含む）

２７年度における

事業の改善・見

直し内容（新規追

加事項、廃止・削

減事項等）

地元要望(区長申請等)に順次対応していること、また幹線道路の交通渋滞解消や安

全走行の確保が図られていることから現状維持と判断した。
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実実実実

施施施施

結結結結

果果果果

を検討していく必要がある。

事事事事

業業業業

のののの

自自自自

己己己己

評評評評

価価価価


